
 

 

 

 

 

 
 

１ 数に対する認識を深める 
  

 

 

 

 

 

 
「数観念」 

 

 

 

 

 

 

２ 今後、計算指導で必要な３つの内容 
  

 

 

 

３ 計算の工夫で必要な指導 

 
 

例：２５×３６＝２５×（４×９） 

       ＝（２５×４）×９ 

       ＝１００×９ 

 

 

 

 

 

 

例：９９×５３＝（１００－１）×５３ 

       ＝１００×５３－１×５３ 

       ＝５３００－５３ 

Arithmetic Communication 【文責；山下昌茂】 

Ｎｏ.４９ 20１５.９.25 

★ 整数の概念、命数法、記数法、分数や小数の概念と表現、計算に関連した性質、 

大小順序の関係などのイメージを豊かにすること。 

【順序的な数】 

５の次の数、８の２つ

前の数等 

【抽象的な図】 

トランプの６、サイ

コロの６の目等 

【計算に関連】 

５＋１、２×３等 

＊場合場合に応じて、

適切な姿が思い浮か

ぶように指導する。 

【具体的存在】 

みかん６個、鉛筆６本等 

①電卓にかけるまでもない卑近な計算   ②数についての判断や、計算の結果に 

ついての見通し    ③数の性質や演算の意味と計算のしくみ 

×：「何もない」 【具体物の映像が伴う】 

◎：「何かがない」 
◎：「初めにいくつかあったものがなくなった」 

◎：「本来ならいくつかあるべきものがない」 

０、１、１０、１００・・・を作ろうとする意識や感覚を高めること。 

【生活の中の(半端な)数の根拠を問う】 

★小学校のプールは、何故２５ｍ？ 

（水泳大会の種目は、５０､１００､２００･･） 

この学習材に出合わせた後に、２５×４＝１００という関係に気づかせる

ための支援を行うよりも、出合わせる前の日常から、意識して素地づくりを

しておくことが、豊かなイメージづくりに効果的である。 

「１回転の角は１００という数でなく、なぜ３６０？」も同様に・・。 

【合理的な数への欲求を持たせる】 

★「計算が面倒。１００だったら良いのに･･」 

小数や分数の計算においても、「整数（１）だったら良いのに･･」という

意識にさせる指導が必要である。さらに、上学年で学習する複合図形の求積

のアイディア（Ｌ字型を補充・引き去りで求積）と関連させることが重要となる。 


